
 

 

日時：2月 8日（月）14:00～16:30 

場所：本山町プラチナセンターふれあいホール 

                       

１ 議事等 

（１）第 3期産業振興計画の戦略等（案）について 

  ・第 3期産業振興計画の戦略等（案）について説明 

 

 （２）第 3期産業振興計画における嶺北地域アクションプラン（案）について 

   １）H28年度嶺北地域アクションプランの追加・削除・拡充等（予定項目）に 

ついて 

・追加 8件、削除 9件、拡充等 7件について説明 

・案について了承された 

   ２）H28年度嶺北地域アクションプラン（案）について 

    ・全 23項目について説明 

    ・案について了承された 

 

 （３）産業成長戦略について 

   １）移住促進分野のバージョンアップの方向性について 

   ２）歴史を中心とした博覧会の開催について 

 

 

２ 意見交換 

＜産業振興計画の戦略等（案）について＞ 

・特になし 

 

＜第 3期産業振興計画における嶺北地域アクションプラン（案）について＞  

○H28年度嶺北地域アクションプラン（案）について 

・本山町のシェアハウスに入ってる企業との連携の案があれば教えてもらいたい。 

→今のところ地域本部にそういう話は来ていないが、一緒にやれることになれば追加

も検討させていただく。 

 

・(№18 嶺北広域観光アウトドアの里づくり)本山町のアウトドア拠点に関する県の支

援策として、人的な支援も考えているか。 

→基本計画が３月中に出来ると聞いている。県も財源的には入っており、基本計画に

は観光振興部も入っているため、県として何らかの役割は出てくるものと考えている。 

 

・(№13 クラウドファンディングを活用した地域活性化)クラウドファンディングのプ

ランについて、嶺北地域を含めた県内 7地域でやっていくということか。 

→今は、「FAAVO高知」の立ち上げ段階であり、第１弾としてモデル的に嶺北で先行す

る形になっている。嶺北で成功したら他の地域にも広げていかれると思われる。 

・「FAAVO高知」の下に、プロジェクトとして、金融機関、高知大学、商工会、高知県

とあるが、推進役がいないと成り立たないのではないかと思う。この旗振り役という

のはどこになるのか。 
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→今のところ、「ONEれいほく」という名称で若者がグループ化するので、若い力の発

想力を使いたいと思っている。当然、行政や商工会の方にもお手伝いをいただきたい

が、まずは「ONE れいほく」＋αでフットワークの良い仕組みをつくり、事業全体の

マネジメントをやっていく。 

 

 

＜産業成長戦略について＞  

○歴史を中心とした博覧会の開催について 

・嶺北地域への周遊コースは、県としてどう考えているか。 

→今、各市町村でクラスターづくりの核となる施設や関連する施設の洗い出しをして

もらっている。それをどうつなげていくのかは県外のアドバイザーにも入ってもらい、

今後計画に移していく。県が勝手に考えるのではなく、地域の皆様方と一緒にこの周

遊コースづくりをしていきたいと考えている。 

・歴史を中心とした博覧会の資料に嶺北の名前がないのが気になる。 

→現段階では、博覧会の地域会場としてどうしても入れたいものとなっている。要件

設定をしているので、そこは調整させていただきたいと考えている。 

ご意見のように嶺北がないということではいけないので、例えば食べ物とか、高知

市に泊まって半日は嶺北に来ていただくなどといった、仕組みを地域の方に参加して

いただきながら、観光、体験型を含めて作っていくことを考えたい。  

・嶺北広域でそういう（周遊コース）マップを作るのか。例えば大豊にも歴史的には、

日本三大薬師のお薬師や立川の番所など色々とある。そういうものが観光開発協会等

も入れた中で考えていただけるのか。 

→広域で考えなければいけない場合も出てくるとは思うが、まずは、一つの自治体単

位で考えていただき、そこからクラスターづくり、周遊コースづくりをしてもらいた

い。薬師堂の国宝や立川の番所といったものも当然つなげるが、それ以外に食へもつ

なげたいと考えている。 

・飲食が入っていないといけないか。大豊は飲食店がだんだん閉鎖されてすごく少な

くなっているので、広域全体で考えるとなると、こういう場所（会議）でないといろ

んな提案ができない。そういう計画を広域でつくっていく時間は取れるのか。 

→これから考えていくことになるので時間はある。観光客が実際に来て、その場所で

見るもの、食べるもの、遊ぶものが全部クリアできる、全てが叶えられるというのが

一番の理想型だと思う。しかしながら、どの地域も１カ所でそれらを全て叶えられる

ところはないため、それができるような形に仕上げたいというのがクラスターの基本

的な考え方だと捉えてもらいたい。 

 

 

■お問い合わせ先 

 高知県産業振興推進部計画推進課（地域産業担当） 

  電 話 ０８８－８２３－９３３４ 

  ＦＡＸ ０８８－８２３－９２５５ 

  メール 120801@ken.pref.kochi.lg.jp 


